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この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実
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日本工業規格          JIS 
 C 5260-1：2014 
 (IEC 60393-1：2008) 

電子機器用可変抵抗器－第 1 部：品目別通則 

Potentiometers for use in electronic equipment- 

Part 1: Generic specification 

 
序文 

この規格は，2008 年に第 3 版として発行された IEC 60393-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所，附属書 JA 及び附属書 JB は，対応国際規格にはない参

考事項である。 

 

1 一般事項 

1.1 適用範囲 

この規格は，品目別通則であり，ねじ駆動形，半固定形，多回転形などを含む全ての可変抵抗器（以下，

可変抵抗器という。）について規定する。 

この規格は，品質評価又はその他の目的に対し，可変抵抗器の品種別通則及び個別規格で用いる用語，

検査手順及び試験方法について規定する。 

この規格は，操作軸をもつ単回転形可変抵抗器について規定しているため，その他の形式の可変抵抗器

については，次のように読み替えて適用する。 

a) 回転角度は，回転数 

b) 操作軸は，その他の調整機構 

c) 駆動機構の場合，回転角度は，機械的操作範囲 

d) 直線操作形の場合，操作トルクは，操作力 

品種別通則又は個別規格の場合も，この品目別通則のように読み替える必要がある。2 端子形構造の可

変抵抗器の場合には，この規格の標準試験での要求に対する変更は，個別規格に規定する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60393-1:2008，Potentiometers for use in electronic equipment－Part 1: Generic specification（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

1.2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 0617（規格群） 電気用図記号 

注記 対応国際規格：IEC 60617 (all parts)，Graphical symbols for diagrams（MOD） 


